
１．はじめに

　近年，「食育」の浸透に伴い衣服領域では「服育」も注目されている。「服育」とは，「生
きる力」を育むという観点から，国際的にも通じる「服装マナーやセンス」，オンとオフ
を切り替える「自由と規律」，個と社会の関わりを考える「社会性」などを学び，衣服を
通して子どもたちの豊かな心を育む取り組みのことである１）。
　２００９年３月の高等学校学習指導要領の改訂では，衣生活領域において，“高校生がこれか
ら迎える社会生活を念頭におき，社会的慣習への適応などの社会的機能を理解させる”，
“社会的慣習に適応し，自己を表現する工夫を考えるとともに，着用目的に応じて健康で快
適な被服の選択と着装ができるようにする”が目的に挙げられ，社会的機能としての衣服
の役割が，以前と比べ重点化されている。
　学習指導要領記載の背景には，若者全般の服装マナーの低さ，着装の乱れなどが要因と
してあげられるが，例えば，有吉２）は若者の意識が個人主義へと移行しているとらえ，高
校生の服装に対しても「同じ高校生だけで自分たちの価値観が共有できればいい。その服
装に対して大人がどう感じようが彼らにとっては関係ない」と指摘している。また，前田１）

は，「現在の子どもたちは“同世代に通じるファッション”として関心事として捕え，外から
見ればグループのイメージ的な独自性をつくり，グループ内では同質（没個性）でありた
いという内向きの感性を養っているようにも思える」としている。このように，自分らし
さを表現するはずの服装が流行を追い求め過ぎることで没個性につながり，規範を崩す
ファッションの登場など若者の服装の乱れや���の意識の低さが問題視されている背景
には，自分と考え方の違う他者の視線を排除するという意識が影響していると考えられる。
　一方で，服装の着装は個人の自由な意思に任され，服装に対する価値観や着方に対する
考えも人それぞれのため，授業で扱うことが難しく，家庭科教育に関する研究の中でも着
装の指導や指導の効果を扱った論文は少ない。社会的には流行の氾濫と若者の服装の乱れ
が指摘される中，家庭科においても着方学習に関して取り扱いの手立てが見つからないま
ま，今日に至っているように思われる。
　そこで，本研究では，高校生が服装に対しどのような意識を持ち行動しているかその特
徴を探り，家庭科において，着用目的に応じた健康で快適な被服の選択と着装を実践する
能力の育成を目指して，衣服の社会的機能のうち自己を表現する衣服の役割について学習
することの意味とその方向性を探ることを目的とする。
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２．方　　法

２－１　調査時期と対象者

　本研究は，２００９年６月～１１月，関東地区の女子高３校より協力を得て，女子６３１名を対象
に質問紙調査を行った。３校は，すべて家庭
基礎の採択校である。対象者の内訳は，制服
指定のない高校生が１６０人，制服指定のある
高校生が４７１人で（表１），部活や同好会への
所属率は７７．３％と高く，アルバイトしている
生徒は全体の２．６％で少なかった。

２－２　調査方法と内容

　本調査は，留め置き調査法と集合調査法で行った。調査内容は，①「属性（２項目）」：
部活の所属，アルバイトの有無，②「家庭科の印象と学習内容（６項目）」：家庭科の好き
嫌い，☆印象に残っている内容，着方に関する学習経験と☆その内容，着方学習への意欲
の程度，☆���に関する知識，③「被服の購入について（６項目）」：☆小遣い，☆被服費，
☆�シャツにかける最大価格，☆買い物頻度，誰と衣服を買いにいくか，被服費のまかない
方，④「おしゃれ意識（１６項目）」：コーディネイト意識（１１項目），髪型や服装に気をつ
かいますかと☆その理由，おしゃれをすることは好きですかと☆おしゃれをすることでど
のような気分になりますか，流行の取り入れ時期，⑤「自己の受容と自分の衣服への満足
度（１２項目）：自己受容感（１０項目），自分をおしゃれだと思うか，自分の服装が好きかの
５つの観点から計４２項目の質問を設定し，現代の女子高校生の衣服に関する意識と実態を
捉えた。回答方式は，５段階評価：１（あてはまる），２（ややあてはまる），３（どちらで
もない），４（ややあてはまらない），５（あてはまらない）とし，その他，設問に応じて自
由記述形式（☆印記載）とした。具体的な質問内容は結果の項に記載する。

３．結果と考察

３－１　家庭科の印象と学習内容

　家庭科に対する印象と被服教育の実態を探るため，家庭科の好き嫌い，家庭科で印象に
残っている内容，着方や服装マナーの学習状況などについて検討した。
　生徒は，家庭科を好き（２３．４％），やや好き（３９．４％）と答え，６割を超える者が肯定的
に捉えていた。「家庭科で印象に残っていることは何ですか（自由記述）」の問いには「実
習（７３．３％）」，「体験（８．５％）」，「講義（１８．２％）」となり，実習が多数を占めた。領域で
みると，食領域を挙げる回答件数が４０５件ともっとも多く，次に続く衣領域では１０６件で，
「被服製作」「縫い方」が上位にあげられた。被服実習は，中学での選択領域での扱いと家
庭基礎の採択により，調理実習に比べて印象が薄い現状であった。
　「中学校では着方や服装マナーについて学習しましたか」には，２１３名（３４．７％）が学習
したと回答した。その内容には，色の組み合わせ，場面に応じた服，年齢に応じた服など
が記載されていたが，これらは被服の社会的機能のうちの社会的慣習と似合うかどうかの
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表１　対象者の学年と制服指定

２学年１学年制服指定
１６０名無公立Ａ

２３４名有私立Ｂ
２３７名有公立�Ｃ

６３１名合計



観点で，自己表現に関するものは含まれていなかった。このように，衣服を着ることの意
味・効果に関する学習はほとんど取り上げられていない実態が伺えた。　
　
３－２　被服の購入

　高校生の被服の購入実態に関してまとめる。高校生が１ヶ月に使える自由な小遣いは０
～５０，０００円と幅広く，最頻値（２１２名）は４，０００～５，０００円，平均は５，３７０円であった。１ヶ
月の被服費に関しても，０～５０，０００円の範囲にあり，最頻値（１１９名）は４，０００円～５，０００円，
平均は４，２３７円であった。被服費としての支出がないの回答は５１名あった。�シャツ１枚
にかける最大価格の最頻値（１２８名）は２，０００円で，平均は２，４２１円であった。被服費が自
由なお金から支出されるかどうかは不明だが，自由に使える小遣いと被服費には０．４９の相
関があることから，全体としては自由に使えるお金を被服費に充てる傾向が推察される。
　「誰と衣服を買いに行きますか（複数回答）」については，家族（４３６名，６９．１％）が最
も多く，次いで同性の友人（１６０名，２５．４％），自分一人（１０３名，１６．３％）と続いた。被
服費の主なまかない方としては，家族等に買ってもらう（４５３名，７１．８％）が多いことか
らも経済面で家族依存の生徒が多くみられた。「一人で買いに行く（７６名）」のみを回答し
た者は，自由に使える金銭を有し被服費が高く，かつ自分で行動し意思決定する傾向が捉
えられる。被服費と一人で買いに行く割合は，学年進行とともに高くなることから，高校
生は，経済面のみならず購入時の選択においても自立の途にある時期と考察される。

３－３　服装選択に関する意識の程度

　次に，日常生活の中で行われる衣服のコーディネイトや服装選択に関する意識を検討す
る。「おしゃれをすることは好きですか」の問いには，７７％が「好き（３０２名，４８．２％）・
やや好き（１８０名，２８．２％）」と答えた。ことから，金銭の使途状況の結果とあわせ，衣服
やおしゃれは女子高校生にとって大きな関心ごとである。そこで，「私服をコーディネイ
トする時にどのようなことを意識しますか」の１１項目の設問に対し，１（意識する）～５
（意識しない）の５段階で調査した項目ごとの結果の平均値を図１（全体）に示した。「気
温・天気（１．６０）」「活動内容（１．６４）」「活動場所（１．７７）」「自分に似合う（１．７７）」「会う
人（１．８６）」の５項目を意識する程度が高かった。これらはいわゆる���に合致する内容
であり，女子高校生は保健衛生機能とともに社会的機能を考慮して私服をコーディネイト
しているとみなされる。「人目を引く・目立つ（３．５０）」には，やや否定的であるが，「み
んなに受け入れられる（２．７４）」「自分を表現できる（３．０３）」「流行（３．０７）」「学生である
こと（３．０８）」の平均は３前後の中間値である。
　さらに「髪型や服装に気をつかいますか」に対しては，そうである（２０７人，３３．１％）・
ややそうである（３０５人，４８．８％）となり，８割以上が肯定的に回答した。その理由を集計
した結果を図２（全体）にまとめた。「身だしなみだから（１７１名，２９．０％）」「自分が満足
するため（１５０名，２５．４％）」が多く，「自分らしさを表現するため（７６名，１２．９％）」「周
りから良く見られたいから（７２名，１２．２％）」，「変だと思われたくないから（７２名，１２．２％）」
の順となった。服装を整えることは身だしなみとして当然のことと考える生徒が多いもの
の，服装を通して自己の満足感，自分らしさを表現する意識を抱いていることが分かった。
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　これらのことをふまえ，服装が自己との関わりにおいてどのような影響をもち，どのよ
うな役割を果たしているのか考察する。

３－４　服装と心理面のかかわり

　服装が心理面にどのような影響を与えているか分析するため，「おしゃれをすることで
どのような気分になりますか」の質問に対する自由記述の結果をまとめると，楽しい・嬉
しいなど内面へのポシティブな影響【気分の高揚】として３６６件，自信がもてる，外出し
たくなる，自分に満足するなど内面へのポシティブな影響【その他】として９２件が記載さ
れていた。一方，不安，自信がないなどネガティブな影響については，割合は少ないが２８
件あげられた。その他，変化なし・興味なしが５９件，記載なし８６件となった。
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図２　おしゃれの心理的効果と服装・髪型を整える理由

図１　服装選択の意識の平均値

p 0.05  , p 0.01



　以上のことから衣服を着ることは心理面に関ることが示唆されたため，ポジティブな影
響を受ける人（ポジティブ群）と，影響を受けない・ネガティブな影響を受ける人（中
立・ネガティブ群）でコーディネイト意識について比較した（図１）。ポジティブ群の人
は服装選択において意識の程度が高く，「気温」以外の１０項目で中立・ネガティブ群と�検
定で有意差が認められた。その中でも「自分を表現できる」「流行」「人目を引く」で両者
の平均値に顕著な差がみられた。相関係数からも，自分を表現する×人目を引く（ｒ＝
０．３９），流行×人目を引く（ｒ＝０．３６）であることから，自分を表現する上で人目を引く
と流行は関連の強い要素とみなされる。
　同様に，３－３記載の「髪型や服装に気をつかう理由」について，ポジティブ群と中
立・ネガティブ群を比較した。（図２）ここでも，「自分が満足するため」と「自分を表現
するため」は，ポジティブ群で高い割合を示し，一方，「身だしなみだから」や「変と思
われたくない」は，中立・ネガティブ群で高い傾向がみられた。このように，衣服の心理
面の効果をプラスに感じとっている人は，積極的な服装意識を抱き，服装によって自分ら
しさを創意・工夫する傾向が認められた。

３－５　被服による自己の表現に関る内容

　自己表現は，社会的機能の一部として教科書に記載される場合と，それ自身を独立させ
た機能に記載される場合がみられる。被服による自己表現それ自体を掌握しにくいこと
も，授業に取り上げにくい理由の一つとなっているのではなかろうか。被服による自己表
現は，コーディネイト意識と心理面の肯定度と関連することが明らかとなったが，さらに
どのような内容と関るのか考察する。
　「自分を表現できる」の回答で，意識する・やや意識する人を肯定群（１９２名，３０．４％），
どちらでもないを中立群（２３４名，３７．１％），あまり意識しない・意識しないを否定群（２００
名，３１．７％）とし，肯定群と否定群で比較した結果を示す。まず，衣服の購入とのかかわ
りでみると，肯定群は被服費（肯定群４，９６０円　否定群３，７１７円）とＴシャツにかける最大
価格（肯定群２，６９２円　否定群２，３２０円）が高い，一人で服を買いに行く（肯定群２１．７％　
否定群１５．２％），買い物頻度が高い（肯定群３．３回　否定群２．７回）傾向であった。コーディ
ネイト意識（図３）からは，「気温」「活動内容」を除く９項目で肯定群の意識が高く，両
者に明確な違いがみられた。以上のことから，自己表現は，自立的に衣服を購入・選定す
る態度と関わり，また，多面的な内容を意識する被服行動とかかわるとみなされる。
　また，自己表現には流行への意識も影響することを３－４で述べた。既製服の利用・情
報化の浸透によってわれわれは，流行の影響なしに衣服を選択することはできないが，流
行をどの段階で取り入れるか３）は一人ひとりの服装価値観によると考え，流行の取り入れ
時期を比較した。図４は，流行の取り入れ時期の割合を自己表現の肯定群別に分析したも
のである。自己表現に肯定的な人は，より早い段階で流行を取り入れている一方，否定群
では流行に対する関心のない人が多い。以上のことから，早い時期での流行の取り入れ
は，自己表現にかかわりを有する傾向が認められる。
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３－６　自己受容感と着装意識

　次に，着装が自己にどのような関わりを持つのか知るために，菅原４）（著書「人の目に
映る自己」）の自己受容感を参考に自己の受容感１０項目と，自分の衣服への満足度に関する
質問に対し，どれくらいあてはまるか５段階評価で尋ねた結果を図５に示した。
　「自分の能力に満足している」「容姿に満足している」「自分のことが好きである」の設
問にあてはまる・ややあてはまると答えた者は全体の１割程度で，満足度が低く，自己受
容感は全般否定的である。これは自己を批判的に認識する傾向の発達的変化を示した高
田５）の研究において「自分に当てはまるものとして否定的な形容詞が選択された率」が高
校生で高い結果と一致している。
　さらに，項目間の相関係数（表２）からは，自己への満足や受容の度合いが高い者は，
「自分をおしゃれだと思う」「自分の服装が好きである」など自分の服装にも満足する傾向
が認められたことから，服装は自己の受容と関わり，ひいては自己肯定感を向上させる要
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図３　自己表現への意識とコーディネイト意識

p 0.05  , p 0.01

図４　自己表現と流行を取り入れる時期



因の１つとなりうると示唆された。これは，土肥６）が自己概念や自己評価は，被服行動を
通じて自らの手で高めることを可能にするとした知見と一致しており，ファッションに
よって気分が高まる，おしゃれだと評価される等の体験が自分を受け入れ・満足度を高め
ることにつながることを示す結果といえよう。
　そこで，自己受容感の内容を「自分を表現できる」の肯定群・否定群で比較した結果を
図６に示した。自己表現の肯定度は自己受容感に関連する傾向がみられる中で，「人間関
係に満足している」「世間体を気にする」の２項目，すなわち他者意識の項目では有意差
がみられない。服装による自己表現意識の強い人は，他者との関わりにおいては必ずしも
肯定的にとらえていないと推察される。自分を表現することは，新規の流行を取り入れる
ことで，目立つ・人と違うなどの効果が現れるが，反面，友人とは異なる・奇異な服装を
しているなどマイナス評価を受けることがあるからだろう。
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図５　自己の受容感と着装意識

表２　自己受容感と着装意識の相関

自己の肯定自分の服装
は好きか

自分を
おしゃれ
だと思うか

自分のこと
が好き

人間関係に
満足

自分の容姿
に満足

自分の能力
に満足

０．３１０．１３０．３００．２６０．５１自分をおしゃれだと思うか
０．３６０．１７０．３００．２４０．５１自分の服装は好きか
０．５００．２６０．６１０．２４０．２６自分の能力に満足

自己の
肯定

０．５３０．２２０．６１０．３００．３０自分の容姿に満足
０．３５０．２２０．２６０．１７０．１３人間関係に満足

０．３５０．５３０．５００．３６０．３１自分のことが好き



３－７　着方学習への意欲と教育の方向性

　３－１において，中学校で着方や服装マナーを学習した生徒は，全体の１／３であるこ
とを記載したが，「���について知っていることを書いてください」の記述内容をもとに，
理解度を考察した。理解している生徒（２９１名，４６．１％），どちらともいえない（６９名，
１０．９％），理解していない（１５８名，２５．０％），未記入（１１３名，１７．９％）となり，半数未満
の生徒しか理解していない実態がとらえられた。
　「着方や服装マナーを学びたいですか」の質問に対しては，学びたい（１５．８％）・少し学
びたい（３６．２％）となり，過半数が学習を希望していた。着方や服装マナーを学びたい人
と学びたくない人の違いを探るため，学びたい・少し学びたいと答えた生徒を学習意欲群
（３１９名，５２．０％），どちらでもないを中立群（２１７名，３５．４％），学びたくない・あまり学
びたくないと回答した生徒を学習意欲なし群（７７名，１２．６％）にグループ化し，クロス集
計を行った。
　着方学習への意欲と明確な関連が示されたのは，「制服指定の有無」，「���の理解度」，
「おしゃれをすることで気分が変わる」，「人間関係に満足している」の項目で制服指定のな
い生徒の方が，学習意欲群の割合が高かった。これは，自由服校の生徒は男女とも比較的
服装に対して関心が高く，機能性を考える服装と周囲に流されない「自分らしい」着装を
心がけているように思われるとする土屋・堀内の指摘７）とも一致する。「学習意欲群」は
���を理解して，着方の重要性を認識する傾向が確認された。また，おしゃれによってポ
ジティブな影響（気分の高揚）を感じている人ほど学習意欲が高い。おしゃれの楽しさや
着装の心理的効果をともに伝えることが，学習意欲を引き出すことに繋がるのではないだ
ろうか。「人間関係に満足していない」傾向は，着方への学習意欲が低い人に高い割合で現
れた（図７）。人間関係に満足している人は，自分のことが好きで，コディネート意識で
は自分に似合う・流行の取入れにも積極的であるが，家族や友人と買いに行き，学習意欲
が高く，他者からの目を意識する傾向があると考察される。
　以上のように，学習意欲の高い生徒の方が，���の重要性を理解し日常生活でも服装に
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図６　自己表現の肯定度と自己受容感



気を遣い，人の目を考慮した服装を意識することで，自己を肯定的に受けとめ，人間関係
も良好な状況にあると受けとめている。一方，学習意欲が低い人の特徴として，家庭科自
体を好きではなく，服装に対する興味が全般的に低い。彼らに対しては，おしゃれの楽し
さや服装の効果を実感させる実習や体験的授業が効果的である。おしゃれやコーディネイ
トに対する意識，着方や服装マナーに関する知識は，自己受容感を高め，他者からの評価
の手段になることに気付かせることも学習意欲を向上させるポイントとして挙げられる。

４．まとめ

　本研究では，女子高校生６３１名を対象に，家庭科での着方に関する学習経験，衣服の購入
実態，コーディネイト意識，自己受容度について質問紙調査を行った。女子高生が服装に
対してどのような意識を持ち，行動しているかその特徴をふまえ，衣服の社会的機能のう
ち自己を表現する衣服の役割と着方の工夫に関する学習を進めるための方向性と留意点を
探ることを目的とした。
（１）高校生は，自由に使える金銭の一定割合を被服に費やし，おしゃれや衣服に高い関心
を抱く傾向が認められた。私服のコーディネイト時の意識を検討した結果，全体として
は，保健衛生機能・社会的機能を考慮して私服を選択しているととらえられ，自己表現，
流行，人から目立つといった若者特有のファッション行動については，中立的からやや
否定的な意識であった。しかし，自己表現の肯定度は，自立的に被服を購入・選定する
態度と関わり，私服のコーディネイトにおいて多面的な内容を意識する被服行動とかか
わることが明かとなった。高校生の被服の購入傾向は，経済面・購入選択でも親依存の
傾向が強く自立の途にあるが，この時期こそ，彼らの価値観を理解しつつ視野を広げる
ような教育が求められると考える。

（２）多くの生徒は，服装によって心理面の高まりを感じ，服装への満足感は自己受容感と
関ることが示された。高校生は，自分の能力や容姿，人間関係に対する満足感が低く，
自己に対する受容や肯定感が得にくい状況にあることがわかった。さらに，自己への満
足や受容と自己肯定感との相関を見ると，自己への満足や受容の度合いが高い者は，自
分の服装を肯定する傾向が認められ，服装は自己の受容や肯定感を向上させる要因の１
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図７　人間関係に満足していると学習意欲



つとなりうることが示唆された。服装教育では，外見への自信は自己の内面へ自信に結
びつくことを実感させるよう行うのが効果的である。

（３）望ましい服装とは，自分にとっても周囲の人にとっても快いと感じる着装を主体的に
組みたてることである。ここでの周囲とは，高校生同士だけでなく，保護者・教師など
の大人世代，社会人・大学生など自分たちが近未来にその立場になる人，衣服・ファッ
ションの販売に携わる人たちなど幅広い層の他者である。着装や服装マナーに対する学
習意欲が高い生徒は日常生活でも服装に気を遣い，人の目を考慮した服装を意識するこ
とで，自己を肯定的に受けとめ，人間関係も良好な状況にある。周囲の目を意識するこ
とは服装マナーの重要性に気づき，ひいては良好な人間関係を築くことにつながってい
くことも伝えていきたい。一方，学習意欲が低い生徒に対しては，おしゃれの楽しさや
服装の効果を実感させるような，例えば，自分に似合う色や服を互いに探しあう活動や
衣服の印象効果の体験的学習を組み込む授業などが考えられる。
　高校生はおしゃれへの意識，流行のファッションへの興味や関心も高まり始める時期で
もあり，高校生の服装価値観を否定し，大人の考えや服装規範を押し付けようとするのは
あまり有効な方法ではない。服装教育の中で，場面を意識することの重要性，おしゃれの
効果，楽しさ，自己を表現するための要素などを学び，自己を客観的に見つめる機会につ
ながっていくならば“着装”を学ぶことは高校生にとって大きなメリットとなるだろう。
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